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中川いさみ氏が描いた 4コマ漫画『クマのプ

ー太郎』に「体験ヴァーチャル・リアリティ

（仮想現実）」という話があります。クマのプー

太郎という主人公がヴァーチャル・リアリティ

でヨーヨーを体験し，「本当にヨーヨーをやっ

ているみたいだ！」と感動してヴァーチャル・

リアリティの器具を買って帰り，家に帰ってか

ら，「本物のヨーヨーを買えばよかった……」

と後悔しているという話です。この他にも，

「幸せなものは炊き立てのごはんそれと枕」と

いう野ウサギが，あるとき閃いて，枕に炊き立

てのご飯を詰め込み，その枕で寝たところ，

“ねちゃー”として「あんまり幸せじゃない…

…」とつぶやく話もあります。この漫画を文系

の学生に見せると多くの人が“にやっ”と笑う

のに対し，理系の学生は何がおかしいのかとい

った顔をするのが印象的です。枕に炊き立ての

ご飯を詰めるというのはともかく，ヴァーチャ

ル・リアリティの技術は最新の技術を応用する

素晴らしいものです。しかしそうした技術の素

晴らしさとは別に，この漫画のクマのプー太郎

や野ウサギが感じた心の在り方，そして最後の

一言こそ，まさに人間的な反応であり，感情の

表出なのです。

最近，感情に関する関心が高まってきている

と思います。感情は，心理学，社会学，神経科

学などの諸領域で，近代科学にそぐわないもの

として研究されずに残されてきた分野でした

が，コンピュータ機器の性能の向上，廉価化，

技術革新などを背景に，ようやく俎上に上がっ

てきました。たとえば，以前は感情と声の関係

を調べようとすると，音響学的特徴を分析する

ための音声分析器が必要でしたが，高価で限ら

れた研究室にしかありませんでした。それが今

ではネットのフリーソフトに落ちており，誰で

もがその気になれば感情を伴った音声の音響学

的特徴を調べることが可能になりました。これ

に拍車をかけてきたのがロボット工学の発展だ

と思います。アイボに始まり，ネコロ，パロな

どの動物型ロボット，アシモや最近のアンドロ

イドなどの人型ロボット，こうしたロボットに

感情を組み込もうという流れはごく自然なもの

であったと思います。ところが，ここで大きな

問題にぶつかってしまいました。「感情って

何？」という問題です。つまり感情がどのよう

な現象かよくわかっていないという問題にぶつ

かってしまったのです。

感情の経験というのは，おそらく，先ほどの

漫画の話のように，最も人間的な部分ではない

かと思われます。しかしながら，図らずもブリテ

ッィシュ・コロンビア大学の J. A. ラッセル教授

（現在ボストン大学）が 1984年に“Everyone

knows what emotion is, until asked to give an

definition.”と述べたように，感情という現象は

誰もが日常的に経験し，誰もが知っているもの

であるため，個々の感情を含め，感情が心理学

的にうまく定義できないということを一般の

人々になかなか理解してもらえません。

なぜ，感情を心理学的に定義することが難し

いかというと，感情にはいろいろな側面がある

からです。まず第一に，感情は主観的な現象で

あるということです。ある状況に置かれたとき，

怒りを感じたとします。「普通はそんな場面で

怒りは感じないはずだ」と言っても怒りを感じ

感情って何？
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たのなら，それは怒りであり，それ以外の何物

でもありません。このため，「ワン」とも「ニ

ャン」とも答えてくれない動物実験はしにくく

なります。ブログを見ていたら「笑うネコ」と

いう写真がありました。ネコは本当に面白くて

笑っているのでしょ

うか。ネコのある表

情を撮影したら，そ

のネコが偶然笑った

ように見えただけの

ように思います。し

かし本当のところは

ネコにきいてみない

とわかりません。

第二に，感情は進化の過程で獲得した適応行

動をとるべく生態を準備させるための生物学

的，生理学的反応であるという側面もあります。

W. B. キャノンの緊急反応などがそれにあたり

ます。ここで問題なのは，感情反応は誰にでも

同じように起こるわけではないという問題で

す。たとえば，恐怖に関する実験を行うとき，

よくホラー映画やオカルト映画，あるいは

IAPS（International Affective Picture System）

の写真などが使われます。しかしながら，これ

らの刺激を見て恐怖を感じる人もいれば，不快

感を覚える人，中には面白いと思う人さえもい

ます。つまり与えられた刺激に対し，同じ反応

が生じないという公共性の問題です。またさら

に厄介なことに，同じ実験参加者が同じ刺激を

見たとき，同じ感情が生じるとは限らないとい

う再現性の問題も重くのしかかってきます。つま

り，公共性，再現性が弱く，自然科学の一分野を

標榜する近代心理学の分野になじまないという

問題があるのです。これが感情研究が等閑視さ

れてきたいちばん大きな問題だろうと思います。

その他に感情には機能的な側面や社会的な側

面があります。紙幅の都合で詳細を省きますが，

このように感情はいくつかの側面を持っている

ため，どれか一つの側面を解明しても，感情全

体の説明になりえないというのが心理学から感

情を定義する際の難しさの原因です。

感情というのは以上のように非常にあいまい

で研究しにくい存在です。行動主義全盛の時代

では，非科学的な現象であり，対象とすべきも

のではなかったかもしれません。しかしながら，

人間の最も人間らしい部分であることもまた事

実です。この人間行動に大きな影響を与える感

情を解明しなくては，人間の行動を分析するこ

と，本当の意味で人間を理解することにはつな

がらないのではないでしょうか。

現在，神経科学をはじめとする諸分野が，感

情を研究テーマとして取り入れ始めました。感

情に関する研究に長い歴史と蓄積を持つ心理学

は，感情に関する研究，強いては人間理解の研

究をリードしていく責務があります。感情とい

う現象は，表情には表出されなくても内蔵活動

には反応が出ている人，その逆の人。そして，

主観的には感情をほとんど感じていなくても表

情や自律反応，脳の反応では何らかの変化が生

じているということがあり得ます。感情はきわ

めて多面的な側面を持っているため，昔，P. T.

ヤングが主張したように，感情を真に理解する

ためには，主観的な側面からだけでは不十分で

す。生理学的側面，神経科学的側面からだけで

も足りません。行動的な側面も含めた多角的な

側面からの検討が必要です。こうした研究をで

きる限り同時進行で行わないと，ますます「感

情って何？」という問いの答えを混沌とさせる

ことにつながるのではないかと思います。
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